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中である 1951年～ 1952年に文学者である鹿地亘を GHQの秘密諜報機関が
拉致・監禁した事件）の関係者の回想録であり、史料として閲覧し得る作品
である。マクガー氏の著作がアメリカ国内の動きに注目している一方で、同
時代においては国外においても同様の反人権的運動が展開されていた点を忘
れてはなるまい。その点では明神勲の『戦後史の汚点　レッド・パージ』（大
月書店、2013年）も読了するべきであろう。同書は最新の研究成果を踏ま
えながら、従来の解釈では GHQの指示により行われたとみなされた日本に
おける赤狩りの動きが実のところ、共産党と反目していた労働組合や日本政
府の思惑と重なり展開されたことを指摘する。正確には草の根の保守運動と
は言えないものではあるが、植民地主義という視点を加味してアメリカ合衆
国の差別の歴史を捉えなおすこともまた問われているのではないだろうか。
　また、アメリカの反ムスリム的な気運はヨーロッパ全体に通じるものでも
あり、学部生でも読破可能な入門書としてハルーン・シディキの『1冊で知
るムスリム』（原書房、2010年）、エマニュエル・トッドの『シャルリとは
誰か？』（文春新書、2016年）を推薦したい。ポストコロニアリズムの旗手
エドワード・サイードの『イスラム報道』（みすず書房、1996年）はムスリ
ムへの偏見を再生産する国内メディアの責任を問うた佳作である。（情報産
業が「中国・北朝鮮の脅威」を連日のように煽り、多分にナショナリスティッ
クな風潮を無思慮に育む現在、サイードの評論は改めて読まれるべきではな
いだろうか？）合衆国と同じ多民族国家であり移民問題に悩まされるフラン
スの内部事情を知るには、やや古い文献ではあるが、フランソワーズ・ギャ
スパールとクロード・セルヴァン =シュレーベルによる『外国人労働者のフ
ランス』（法律文化社、1989年）は最も情報量が多く、読み応えがあるだろう。
　会場に訪れた聴衆には歴史学以外の分野を専門とする人間も多くいたこと
と思われる。その逆に、アメリカ史の造詣は深いが、現代社会が抱える問題
にはさして関心がない人物もいたかもしれない。だが、講演が示す通り、ア
メリカの保守運動は特定の知識を用いるだけでは見えづらいものがあり、よ
り多角的な視野をもって検討していくべきものであろう。そのためには、他
ジャンルの作品とみられる書誌にも貪欲に目を通す必要がある。これもまた
マクガー氏が説く「積極的なコミット」の1つと言えるのではないだろうか。
